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１．はじめに  

 高度経済成長期に集中的に敷設された水道の配水管は，現在，法定耐用年数に達しつつある．効率的な更新

計画の作成や洗管の実施の判断のためには，管内の状況を把握することが望まれる．配水管内面の老朽化や懸

濁物の堆積が起きている場合，その影響が水質に現れるとすると、水質の分析により管内の状況を推定できる

可能性がある．近年，配水管内における懸濁物量の解析 1) ，水道水中の懸濁物の化学分析 2) 3) 4)，配水管の老

朽化による水質への影響の解析 4) 5) などの研究が行なわれており，水質と管内の状況の関連性に関する知見が

収集されている．水質調査のための配水管からの水道水の採水方法としては，配水管上に一定距離範囲内に設

置されている消火栓などを使用する方法が考えられる． 

消火栓からの採水においては，消火栓から配水管の内部へ筒を送り込み採水する方法と，消火栓の開栓によ

り放流した水を採水する方法が考えられるが，開栓による方法の方が現場での作業は容易である．ただし，消

火栓に腐食が発生している場合，採取した水試料の水質がその腐食の影響を受ける可能性があり，配水管内の

水質の評価が難しくなるため，消火栓の腐食の影響を低減するための検討が重要である．本研究では，消火栓

の腐食が水質にどのような影響を与えるかを把握することを目的とし，消火栓の開栓後の放流時間による水質

の変動の挙動について調査したので報告する． 

 

２．方法  

2.1 採水方法 

 茨城県日立市の配水管上の腐食が懸念される消火栓から採水を行なった．消火栓腐食の可能性は，予備調査

において消火栓の開栓直後に顕著に赤水の流出がみられたことにより判断した．平成 23 年 8 月 12 日に予備調

査を実施し，約 1 ヵ月後の平成 23 年 9 月 15 日に本調査を実施した．消火栓を開栓した直後に 10L 採水し，

水の放流を続け 5 分後，15 分後にそれぞれ 20L の採水を行なった．なお，配水管の種類はモルタルライニン

グダクタイル鋳鉄管である． 

2.2 分析方法 

水中懸濁物に着目し，懸濁態の各元素濃度を分析した．

懸濁物の捕集は孔径 0.45μm のメンブレンフィルターを用

いて，開栓直後の水試料については 1L，その他の水試料

については 20L をろ過することにより行なった．懸濁物を

捕集したフィルターを硝酸および過塩素酸を用いて溶解

し，50mL に定容後，ICP-AES により分析した．  

 

３．結果および考察  

 採取した水試料の写真を図 1 に示す．開栓直後の水試料 
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図 1 採水した水試料 
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は顕著に褐色を呈しているが，5 分後には目視上は無色であった．懸濁態の各元素の濃度の開栓後の変化を図

2 に，懸濁物の組成の変化を図 3 に示す．開栓直後の水試料の懸濁態元素の濃度については，本研究では 10L

を採水したが，採水量を増せば希釈され濃度は低くなるため定量的な評価は難しい．ただし，5 分後，15 分後

に比べ懸濁態元素の総濃度は顕著に高く，開栓直後に多くの懸濁物が流出したことがうかがえる．5 分後では

懸濁態元素の総濃度は著しく減少し，15 分後ではさらなる減少が見られた．なお，この 15 分後の懸濁態元素

の総濃度は，別の日のデータであるが配水管上流の浄水場から採取した水試料と同等の濃度である．個別の元

素を見ると開栓直後から 5 分後にかけては全ての元素の濃度が減少しているが，5 分後から 15 分後にかけて

Si の濃度は減少していない．一方で Fe と Al の濃度の減少が目立ち，5 分後から 15 分後にかけての総濃度の

減少の主要因となっている．組成の結果より時間経過により Fe の割合は減少するが，Si，Al の割合は不規則

な変動を示した．即ち消火栓の腐食に起因する懸濁物の水試料への混入が減少する際には，懸濁物の組成が一

定のまま濃度のみ減少するのではなく，組成の変動が見られることがわかった． 

 

４．まとめ 

消火栓の腐食は水試料中の各種の懸濁態元素について上昇させる要因となることが確認された．消火栓の開

栓直後には腐食に起因する非常に多くの懸濁物が流出するが，時間経過とともに減少し，5 分後ではまだ若干

の影響があるものの，15 分後では消火栓の腐食の影響が非常に低く抑えられた採水が可能なことがわかった． 
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図 2 懸濁態元素濃度の開栓後の変化 図3 懸濁物の組成の開栓後の変化 




